
議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

令和４年度一般会計歳出決算

（単位：千円）

歳出

市税

国庫支出金

地方交付税

府支出金

市債

繰入金

地方消費税交付金

地方譲与税 その他

令和４年度一般会計歳入決算

（単位：千円）

令和４年度

令和４年度

歳入

 

八幡市のあらまし 

 

 八幡の歴史は古く、市域の南西部丘陵地から約2万年前の石器が出土しており、すでに

旧石器時代には人が生活していたことがうかがわれます。また、弥生時代や古墳時代の

遺跡などが市域全域に分布しており、古代から開けていたことを示しています。 

 古代から近世に至るまで、交通手段として木津川や淀川の水路の利用が高まるととも

に、陸路として古山陰道、東高野街道、京街道が整備され、本市は山陰や奈良、京都へ

通じる交通の要衝として重要な役割を担ってきました。 

 貞観元年(859年)、平安京を鎮護するため、九州から八幡神が勧請され、平成28年2月

に国宝に指定された石清水八幡宮が男山に建立されてからは、その門前町として発展し

ました。 

 文化面では、江戸時代初期、寛永の三筆の一人と称される松花堂昭乗が石清水八幡宮

の坊舎に住まいし、当代の著名な文人たちと集い、書道・茶道・和歌などを介して文化

の発信基地としても高い地位を占めていました。 

 江戸時代から明治期にかけては、農作物の開発や栽培が盛んとなり、京都・大阪とい

う大消費地を抱え、豊かな田園の広がる近郊農村としても発展しました。また、門前町

としての規模的な拡大こそなかったものの、商業においても安定した発展を続けてきま

した。 

 明治の末期になると市域の北端を通る鉄道が開通し、交通手段の発達に伴って、淀川

水運の要衝としての本市の役割は次第に低下しました。 

 明治22年、町村制施行によって、現在の市域に八幡町、都々城村、有智郷村が設けら

れ、昭和29年にこの3町村が合併して人口1万6千人の新しい八幡町となりました。 

 昭和30年代における京都・大阪都市圏の広がりは、近隣地域への人口の分散、ベッド

タウン化をもたらしました。特に本市においては、2大都市圏の中間に位置するという立

地条件もあって住宅適地として脚光を浴び、昭和40年代後半には都市基盤整備公団によ

る男山団地の開発が主因となって、全国屈指の人口急増をみるに至りました。 

 昭和50年には人口が5万人(国勢調査)を超え、昭和52年11月1日に市制を施行、京都府

内で11番目の市となる八幡市が誕生しました。 

その後も人口増加を続け、平成5年1月末日現在76,467人となりましたが、これをピー

クに以降は漸減傾向にあります。令和２年国勢調査では、人口が前回調査より2,231人減

少し、70,433人となりました。 
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位置・地勢・気象  

                             

 本市は、京都府の南西部、木津川・宇治川・桂川の三川が合流して淀川となる地点に

位置し、大阪府境に接しています。京都市、大阪市という二大都市の中間にあって、交

通至便な立地条件を有しています。 

 面積は 24.35k㎡、最大幅は東西約 6.7㎞、南北約 8.5㎞で、京都市・久御山町・京田

辺市の区域内に飛地を有しています。 

 北部から東部にかけては、島本町・大山崎町・京都市・久御山町・城陽市と、南東部

は京田辺市と、西部は枚方市と接しています。 

 西部の男山から南部の美濃山地域にかけては、なだらかに起伏した丘陵地で、その他

の地域は、おおむね平地で形成されています。平地部には、一級河川の大谷川、防賀川

が流れ、また、中央部から東部にかけては、田園が広がっています。 

 気候は、年間を通じて比較的温暖で、年平均気温は約17℃、年平均降水量は約1,500㎜で

す。 
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